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本邦に於けろ潜在結核死亡の推計に

關する統計的研究

厚 生 省 近 藤 宏 二

(本論交の要旨は昭和18年 日本結核病學會穂會に於て獲表 した)

1緒 論
を結核は近年常に我が國民死亡の最大原因を占め

ているが、その死亡籔は瞥師の死亡診断書による

集計であつて、イ)古 來結核という病名が嫌われ

う爲に例えぱ肺結核死亡を慢性氣管支=炎と書かれ

るが如き事情のため、ロ)結 核性肋膜炎、同腹膜

炎等 を輩に肋、腹膜炎と書 く如 き慣 習 の た め、

ハ)時 に誤診 して例えば結核性麟膜炎を急性臓膜

炎 と書 く如き揚合のため、等種 々の事情にて紬て

の結核死亡が統計成綾上の結核死亡の籔に加算さ

れていない憾みがある、このことは毎 年 の 穂 死

亡に謝する結核死亡の糞撒を知ることができない

ぱか りでな く、時代の推移によつて、結核 をか く

す風脅の浩槌・病名分類の改茎Eギ診断技術の進歩

等、結核死亡の診断事情が攣化ナ る と、眞 實 の

結核死亡籔の増減 と別な籔の攣動が生する懸念が'

あって、年次的結核死亡の溝長の観察を誤 らしめ

ること舵 なるし、また地方別に結核死亡率の高低

を論する上にも、上記諸要件の地方的差異を考慮

しないと正 しい批判を下すことができないことに

なる◎か 転る意味に於て余は診断病名から洩れて

いる結核死亡を潜在結核死亡と名づけ・その撒を

推 計する方法を嚢見 しようと努めこ蕊に一つの方

法 を得たので、これによつて昭和13年 の内地結

核死亡縮鐵が幾許になるかを調べs更 に昭和1～

16年 の結核死亡率の推移 を再槍討 し、刷に昭和10

年の道府縣別結核死亡牽の眞の差異を明確にする

ことができたので、これを報沓せんとするもので

あるρ

(1)我 國各死亡原因の年齢分布の観察

昭和13年 の死因統計書によつて各病名別年齢

別の死亡数に基いて年齢分布曲線を作成 し、各臓

器別の結核死亡曲線 と非結核死亡曲線とを封照し

てみると、 判

(i)各 臓器の結核死の年齢分布(第1圖)

(イ)呼 吸器。曲線の;llは男では20～24歳 、女

では15～19歳 にあ り、男女とも5～9歳 に谷を

。見る。

(ロ)腸 及腹膜、著明な山が男女とも'15～19歳

に見られ》5～9歳 に谷がある。 ・

(ハ)泌尿生殖器。男女ともに20～24歳 に緩や
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かな由が見られる。 、'

(二)脊椎、骨、關節亀概ね(ハ)に 類似す。 ㌦

(ホ)脳膜及中櫃棘経系。山は男20～24歳 、女

15～19歳 に見られる外、10～14議 の谷 を隔てて

0～4歳 に最高値を示す。

(ハ)粟 粒結核。男女 とも主に15～19歳 に山を

見る◎ ・

(ト)皮慮、皮下組織、淋巴系その他、概ね(ホ)

に類似す。

以上の如 く我國の結核死はその臓器の妬何を問

わナ、青年期に曲線の山を見、且つその形は次の

如 く分類 出來る。

α・ 青年期の釦が特に高いもの。

β・ 青年期の山の外に、小兇期にも多く集積す

るもの。

ハ 青年期の山が緩やかで、他の年齢暦にも汎

く分布 しているもの。
ノ

(ii)結 核外病名死の年齢分布(第2圖)

(イ)肋膜炎。男女 とも15～19歳 、0～4歳 に

山を見・その聞に谷 を有する。(β型).

(ロ)原因不明め腹膜炎。前記βに類似し、青年

期に於ける山の模檬は腸腹膜の結核のそれに酷似

す。

・(ハ)慢性氣管支炎
。幼年期老年期に 死 亡 多 き

外・青年期に於ても15～19歳 に山が見 られる。

(二)急 性氣管支炎及び急 性 慢 性 不明の氣管支

炎。0～4歳 が60%を 占め、50歳以上 も多いが同

時に15～19歳 に低い山がある。

(ホ)大葉性肺炎、氣管支肺炎、氣管支大葉性の

別不明の肺炎及び流行性感冒。概ね(二)と 同型。

(へ)喘息・肺氣腫その他の呼吸器疾患。青年期

の山は輕度。 回.

(卜)臓膜炎(結核性を除 く)、幼年期死亡が殊に

多いが・男女とも15～19歳 に低い山を有する。
(チ)下痢膓炎、腸潰瘍。(ト)に 類以し、その小
隆起は腸腹膜結核症のそれに酷似すぴ
噂(ソ)急蜂腎臓炎

。幼年期に多 く集積する。

6)雌 購 炎及び鍛 不明のaswa炎.老 年期

に多く集積 し、青年期にも輕度の隆起を示す
。

以上結核性と診断せられざりし死因病名下に於

て程度の多少はあれ青年期に曲線の山を見
、且つ

75

各該當臓器の結核死に見 られる曲線に類似性を有

する事が分る。(結核に關係なしと思われる疾病及

び關係ありと思わるるも例藪少きものはこζには
ノ

省略す)。
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(2)諸 外國死亡原因の年齢分布の鶴察

米佛伊猫の統計資料に基き次の結果を得た。

(i)結 核死亡の年齢分布

(イ2呼吸器◎各國とも男女ともに30～40歳 を

中心に青肚老年暦に李均に分布す6"f

(ロ)呼 吸器以外。小見期にその最多籔を占め、

佛伊爾國に於て20～24歳 に低 い山を見る以外に

は各年齢暦に李均する。

(2)結 核外病名死の年齢分布

(イ)肺炎,佛 國男子に極めて低い山を見る以外

は各國とも青年期の山を認めすポ

(ロ)氣管支炎。幼年期老年期に多 く集積 し、米

國男子の慢性氣管支炎に極 く低い山を認める以外

に青年期の山は見られない◎.

(ハ)肋膜炎その他の呼吸誰疾患。香年期に山は

一15-一 一
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認められない。

(二)原 因不明の腹膜炎。米國のみなるも男女 と

もに幼年期に多 く集積 しその他は概ね李均に分布

する。

(ホ)下痢及び腸炎。各國とも幼年期に最多撒を
も

占め青年期の山はない。

(ハ)慢 性腎臓炎。老年に向うと共に多 く、青年

期の山は認められない◇ ノ
備 第3圃
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以上、諸外國に於ては、各病名ども青年期に特

に死亡の集積を見ない。然 し假に潜在結核犀があ

るとしても結核死その ものが特た青年期に多いも

のでない以上、他の病名死に於てもそれを認める

事はない筈である◎"

(3)潜 在結核死推計方法 ㌦

(i)結 核の潜在する病名の選定

(1)(2)に 観察せる姿種病名死亡の年齢別分布

曲線は次の三原型に分 ける事が禺來 る。帥ち、

A型 。幼年期死亡多 く年齢 と共 に減 少するも

のo噛

B型 。青年期死亡多 く幼若老紙年に少いもの。

C型 。老年期死亡多 く若年程少 くなるもの。

総ての死因病名年齢別曲線は上寵A,B,C型 何

れかに屡するか或はその混合型である◎而 して肺

炎、氣管支炎、腹膜炎等はそれ自饒では特に青年

期に多く集積する地質を持たぬ ものであるが、之

に青年期に多い結核死が混入することによつて曲

線に攣化を來 し、A十B,B十C,或 いはA十B十C

型 となる1随 つてB型 要素の混入によつて曲線上

青年期に山を作るに至るのであつて、逆に各病名

死年齢別曲線 を作成してその形歌を見れば、概ね

潜在結核死の有無及びその程度を知る事 が 萬來

る。 この槻鮎 よりして昭和13年 の我國死因統計

に基いて親察せ しところ次の如き結果 を得た。
'a)潜 在結核死 を大いに有する病名

。肋膜炎、原

因不明の腹膜炎及び慢性氣管支炎。

b)潜在結核死をやや多 く有する病名。脳膜炎(結

核性を除 く)。 轡.、

c)・醗 結核死を少撒有する病名。急性氣瞥支炎

急性慢性別不明の氣管支炎、氣管支肺炎、大葉性

肺炎、氣管支大葉性溺不明の肺炎、流行性感冒、

下痢腸炎、腸潰瘍及び慢性腎臓炎。

(ii)潜 在結核死推計基礎算式の設定 。

潜在結核死を有する病省死の年齢分布曲線はB,

型或はA十B,B十C,及 びA十B十C型 であ り、

その何れにあつて も青年期の山の左(多 くは10～

14議)及 び右(30～40歳 が多い)に 谷 を作る故(A

十B型 では必す しも作らないがA型 とB型 の曲線

の交叉炎と思われる凹地)、次の如 き圏表を得る。＼

第4圃

拶A航 ・

青年期の山の頂鮎を ム獅 左右の谷に相當する

鮎を夫 々AlA.と し、それ等σ横軸に占める貼

を夫 々BmBi臨 、AlAmのAmBmと 交める

鮎をC・。とぜば、AmCmは 少 くともm年 齢暦に

於ける潜在結核死敷と云ひ得る。次に血年齢暦に

於て少 くもAmCmの 潜在結核死を有するとせば、

m年 齢暦より遠からざる1乃 至n年 齢暦に於て

も同程度の潜在結核死 を有すると考えられ、少く

'もA、Birl .にはへB1× 一繍 ト 塩 琳 に
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は鵬 ×禽懸 の融 徽 死を鰍 とに老
る 。 即 ちAlCユ 及 びAnB、 、で あ る 。+!

更 にCiC・ 濫 を 結 びA菰nBii、 と の 交 黙 をD,Bと

ぜ ぱ 、Am`Bm中 に は 少 く もA惣 、D,。に 相 當 す る 潜

在 結 核 死 が 考 え 得 ら れ る 。 門

・噛 て・A属 兆 鴛 許 馬Aβ 、一鎚 加

Bm=a}n,AnBn=-a織,ClB}==bl,DmBit}=・bn},Cri

げ

B無 エC",と せ ぱ、

e評+(編2D{將Lnam)a、+(m-、)8m
Pt&n ・ 、(R-1)舳

① とな り、

1鵬=・a塒ご隔,bh}=ame2な る故 ・e

Im=am(1-e2>② となる。

か くして本病名死亡 中 澱 年 令麿 に於 ける潜在

結核死 が求 められた食更に潜在結核死 は全年齢暦

に その年齢秀布の朕態 に慮 じて分布 されて いる も

の と考 え られ る故 、全年齢暦に亘 る潜在結核死L

雄 一
纂五煮 雇 翌 禽

恥 ⑧ となる。

Pρ:m年 齢暦に於ける雷該器官結核死藪

ΣPn;全 年齢暦に亙 る當該器官結核死籔

㌦〆

第1表 実

(iii)基礎 算式 を慮用 したる潜在結核死算腐例

例 紹 和13年 男子慢倦氣巌 炎死 亡中の潜在結

核死。 鞭,

aユ=二50,am=260,a"=151m=2}n=一,6va{

,e一 弩 駄 響 一α288-

lm=260×(1-O.060)=2"・ て ・ 潜 在 結 核 死 男 子24・290・ 女 子30,628、 計

pm_9875S_57147・S5,S48をIJU一 うれば2・ 鰍 となる.
"蜘 癬

L(2)年 次 別潜在結核死に關す る研 究
L=244x 9875二1211昭 和元年より剛6年 迄の徽 死綴 を嚇 算

鶴 灘 結概 は1211Glな る。 法を以て鞘 し再翻 を試みる
。

v… 恥 成 績(籍 自昭和斑 昭和16年 ㈱ 核死轍

(1)昭 和13鞭 癬 骸 死燭 する研究成続'第 鋼 鋤 グラフの姻 繰 を得たが
、之vax

醐 統計局死因繍 拠 ついて行 う。 躍 れば氣管支炎、肪炎、肋膜炎中に於ける離 結核

《i)舗 名下にある潜在結核死の獺1.死 は紹 和 ・3年迄臆 響 行的にneuし 詩 に

結核を潜在する疾病に?き ・前記算式 を用V・て 之等を合計せる人ロー萬封峯は死因統計下庭ある
計恥 し厭 の煙 糸諜 欝 た・eは 糸吉核灘 係 服 器結核死の9ge全 一く4s行に勒 いている。 備

鐵でその小なる程潜碑 醜 ことを示す。(ii)年 次別結核死亡の推移燗 する考察

《ii)昭和13年 の轡 吉概 亡に關する考察 昭和13年 迄は前項の如 くであるlbK、昭和14
死亡統計によ胴 年結核死亡は ・49,827に し 年以降3ケ 年は搬 結核死が著明轍 少を示 して
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第

いないのに潜在結核死亡率な各病名下のもQ悉 く

著明な減少を示 している。之畢寛前者は余の推算

方法の不正確ならざる事を示す一詮左であ り、後

者は結核診断の進歩、施護の普及による影響と共

忙、結核に封する世人の認識㊧向上璽るによるも
騨 ●

のであろう。

(3)地 方別潜在結核死に關する研究
　 ぞ も 　

。 結核蔓延歌況、結核診断技須普及及び結核に翁
ダ へ

'す る世人の認識の程度によウ
、地方的にかな り差

異あると思われ、ここに潜在結核死を算禺 し、同

瀞 略 聯 概 亡率の醗 討を諦 るρ 噸"

(i)昭 和10年 道府縣朋潜在結核死算出成績
9

1道3府43縣 に於ける氣管支炎、肺炎、肋膜

炎その他の呼吸器疾患並びに、下痢、腸炎噂脳膜
の

炎、腎臓炎の各病名下にある潜在結核死算出成絞

、 は第6圖 の如 し6

.(ii)地 方別結核死亡牽の差異に關する考察
tseq結 核死亡人ロー萬封率30以 上の地方は石川縣を

筆頭に以下京都、大阪、北海道、兵庫、沖縄、幅
～井
、東京・肢阜、徳島、滋賀、奈良、紳奈獲、愛

媛、富山の順序であつて、この中石川、幅井、富

山の北陸三縣は潜在結核死特に高く、東京、京都

5圃

誕

嫡 春 宮itd」緬 茨栃群矯千崇縛新竃{5福 由飢 鱒 餐 寺鯨 穴兵StlakSM広 山組薔 麿嵐稿佐長犠穴宮鹿沖
海 康 歌 氾

謹 轟手城田形 藤城n〈sM鯖 軸1潟 ω 葉lpx聯 蟻岡鶏重 貿奪噂 塵良山取va$so島 川 嬢蓑ロ簡鱗暗 本分碕 島縄

転

大阪の三府は共に低い。卿ち從來高率とせ られて
ノ

いた北陸三懸は確かに結核死亡率が高く、大都會

は必す しも高 くないと考えられなければならぬ。

之畢寛(3)の 冒頭に述べた種々の要因力鞠 係する

爲 と思われる。次に15以 下の低率 とされている

地方帥ち茨城、、山形、山梨、千葉、栃木、岩手、

秋田、宮城、長野、宮崎各縣に於て、潜在結核死

は、秋田、千葉、茨城、山梨、宮綺に多V、事を知

る。

以上より結核死亡人ロー萬封率30以 上となる

一18-一 一
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価 蓼 職

のは石川、沖縄～薦井、富山、北海道、京都、大

販、大分等であ り、20以下は茨城、栃木、帽島、

山形であるe

'rv研 究成績 の批判

　　お

(ユ)實地調査及び推計方法による潜在結核死戴

値の比較 肇

(i)葛 西明氏による昭*n10年 の石川縣潜准結

核死鍵地調奪成績によれば・調査絡藪中結核と断
き

定 された ものは、822名 で あつ たが、余 の推計方

法に よる と次表の如 く701名 と な り實地調査に よ

るそれに近似 していることが分 る◎.

第3表
ぴ ゆ

診藷 鋤躁篇 、-
1静 管支炎i・48i441'5i5i9?.5・

肺 炎 】42Ll421・181・6・5・

腹 膜 剣 姻26・i・64142414{"fi楓

肋 膜 炎lic・21S・;761・561i2`E

撒 炎}28i25121271・9

`令 副 圃45・1州 ・6617・ ・

ノV総 括 及 び結論

イ)死 因統計による我が國の結核死徽は結核死亡

の翼鍛を示す ものでない◎

『)本 邦の鯖核死亡を年齢別に見る時ヤ総ての臓

器結核に於て青年期に死亡率高きを知 嫉 同時

に結核以外の病名死に於てもそれを見るものが

少 くない。 齢 撫

ハ)潜 在結核死を有する死因、病名では肋膜炎、亀

腹炎、慢性氣管支炎が主で、脳膜炎 もや'製多 く

魯性氣管支炎・急性慢性不明の氣管支炎・大葉
性肺炎、氣管支性蹄炎、流行性感冒、下痢腸炎、

腸潰瘍、慢性腎臓炎等 も少 しある。..

二)諸 外國死因統計には、非結核病名による死亡

が青年期に特に多いという宅 とはない。之即ち

我國に於では、非結核病名下に結核を潜在する

ことを示す。驚 一 ㍉

ホ)各 病名死の年齢分布曲線を作成 し、青年期め

山の高低 を結核潜在の多少とし、潜在結橡死撒
一推計算法を考案 した。 轡

な
へ)こ の算法により昭湘13年 の潜在結核死は約

5萬 と推定されたが、これを加えて同年総結核死
灘

籔は20萬 絵 とすべきであるqdi

F)ぜ又、昭和元年より同16年 迄の年次易櫓 在結

核死に於て昭和14年 以降に減少を示すのを見

た。 。',

イ)更 に地方別に潜在結核死の多少を認め、結核

死亡率の順位に攣動を生じたα
　 　　　

り)實 地調査の結果と比較壱 しに、その撒健の近

似するを認めた。 隔

チ)推 計方法は不完全なるも、大腿の潜在結核死

を推計する事により、從來の結核死亡率に紳正

的観察を加え得たることと信するo
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